2-Frequency Memory Set by 井上 浩 et al.
31 
周 波 記 憶 装 置 に つ い て
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This m巴mory set has 12 bits / word， and 16 addresses; Writing parametrons 12， Re旦d ing
parametrons 12， and Address selecting parametrons 16 (matrix 4x4 ) .  
1 n this paper， we have studied the operations of each parametron and excitation part. 
1 . 緒 冨ー
パ ラ メ ト ロ ン加減乗算機の試作 と と もに二周波 記憶
装 置の実験を 行 っ た。 こ の二周波 記憶装 置は試作中 の
加減乗算機の励振周波数 と 異な る ので， 両 者の連 動に
は難点 がある けれ ども将 来こ の連 動を 考 えてい る 。
こ の 記憶装 置は 1 w ord 1 2  bits， address は16の小
さ い もの で ある けれ ども， 記憶装 置の特殊な もの と し
て別に使用 を 計画中で あり ， 本文に は装 置の 動作 関係
に 限り 述べ てみた し、 と 思 う 。
2.  使用 し たパ ラ メ ト ロ ン の特性
読み出 し パ ラ メ ト ロ ンは 図- 1 の如 く配 線 さ れ， ア
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図- 1 読み 出 し パ ラ メ ト ロ ン
同様書き 込みパ ラ メ ト ロ ンは 図- 2 の如 くな ってし、
る 。
図- 2 書き 込みパ ラ メ ト ロ ン
選択パ ラ メ ト ロ ンは X ， Y 励振 電流 に よ り ， 両 者
励辰 電流が流れた 時の み発振す る 様に し て記憶磁 心を





図- 3 選択パ ラ メ ト ロ ン
こ の三 種 の パ ラ メ ト ロ ンはそれぞれ 図-4， 図-5，
図- 6 ， 図一 7 の如 き 発振特性を示す。 図 中 の矢印は
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図← 5 選択パ ラ メ ト ロ ン
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図- 6 読み出 しパ ラ メ ト ロ ン
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図一 7 選択パ ラ メ ト ロ ン
の 同調用 コン デン サ のー容量の値を示 し てお り ， すな
わち発振周波数の 変化パ ラ メ ーターと し て示 し て あ
る 。 図- 7 は図- 6 と 同 じ く読み出 しパ ラ メ ト ロ ン の
発振 電圧を示す が， 励振 入力 が図- 6 の60%に減少 し
た場合を示 してい る 。
図 8 は三種の パ ラ メ ト ロ ン の 直流ノミ イア ス 電流を
設 定す る ために図 4， 図← 5， 図- 6 を書き 直した
も の で， I amp 前後で使用 す る と よい こ と がわか る 。
読み出 しパ ラ メ ト ロ ン及 び書き 込み パ ラ メ ト ロ ン はそ
れぞれ12 ヶ あり 12 bitsを 表わす こ と が出 来 る 。 高
周波励振は別 に々 加 える よう に な っ てお り ， 書き 込み
パ ラ メ ト ロ ン の方は強励振 と な る よう に し で ある 。 選
択パ ラ メ ト ロ ン は 16 ケ あり ， matrix 状を な してい る 。
すなわち X軸励振 4と Y軸励振 4で8 ケ の押 しボタン
で 16addressを選択出 来る よう に した。 図- 9 は こ の
押 しボタン の 表と 裏の配 線を示 してあ る 。
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図- 8 読み出 しパ ラ メ ト ロ ン
2.s ケ 直列に 入 り ， 各 X ， Y 励振はそれぞれ図 9に接続
さ れ てい る 。 ま た読み 出 しパ ラ メ ト ロ ン ， 書き 込みパ
ラ メ ト ロ ン ， 選択パ ラ メ ト ロ ン の 直流バ イア ス 電源は
1 ケ ですむ様に 図 11 の如 く 配置 した。
図-12には， 記憶磁心 マ ト リ クス を示 す もの で，
4 addressの みを示す。 W . P は書き 込みパ ラ メ ト ロ
ン ， R . P は読み出 しパ ラ メ ト ロ ン ， S . P は選択パ ラ
メ ト ロ ン を 表わしてい る 。 も ち ろ ん雑音 と 読み 取り パ
ラ メ ト ロ ン の 出 力波形の正弦波 化のために R . P は I
bit 用 に磁心 2 つを利用 す る 。 すなわちW . P ， R . P 
の 出 力は I address 当り それぞれ 2 ケ の磁心， 従 っ て
W . P の 1 つ の 出 力は 32 ケ の磁心を 通っ て回路を 閉 じ
てい る 。
S . P の発振に より 生 じた 500kc の 出 力を磁心に 通す
と と も にW . P を発振せ しめた 1mc の 出 力 が同 じ磁心
に 通る と ， こ の 両 者の位 相関係に より 上に 凸 っ た波形
と 下に 凸 っ た波形を 生 じて， こ れ が磁心 の 1 ， 0 の 記憶
と な る こ と は周知の こ と で ある 。 もち ろ ん S . P は X
軸 Y 軸 の押 しボタン に より 16address中 の 1 address 
を選択 して， こ の 線に 500kc の発振 出 力を 供給す る こ
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と に な っ てい る 。
書 き 込みに際 し て は図ー13の 如 き 引 き 込み信号 1mc
を正位相 ま たは負位相に切 り 替 える ス イッ チ を 用 い
て， 引 き 込み位相の如 く 書 き 込みパ ラ メ ト ロ ンを発振
せ し め る よ う に し て あ る 。
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装 置を図ー14に示す。 500kcの発振 よ り 1 mc， 2 mc 
と それぞれ高調波 増巾 を 行い， 書 き 込み励振， 読み取
り 励振にはそれぞれ充分な励銀出 力を与 える よ う 電力
増巾 を加 えで あ る 。 ま た選択パ ラ メ ト ロ ン の X ， Y 軸
励振に は 6CL6 を 1 本用 い ， かつ 引 き 込み位相をそれ
ぞれ の選択パ ラ メ ト ロ ン， 書 き 込みパ ラ メ ト ロ ンに与
える ために 6AR5 と 6CL6 それぞれ 1 本を使用 した。
こ れを実際に使用 し て みて各励振出 力 を単独に調節出
来 る よ う に し てお かな い と 実験に 不便を き たす こ と が
あ る 。 例 えば選択 X ， Y励振の場合， 両者の 出 力 がと
もに加わ っ た addr巴'Ssだけ選択 さ れなければな ら な い
のに一方が大き す ぎ る と X のみ， あ る いは Y の み で
S . P が発振をお こ す場合 があ る 。 こ の よ う な こ と の
な い よ う 充分気をつ けて 6CL6 の配置を考 えた。
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4. 記 憶 の 実 験
図 1 4の 電源装 置より lmcの標準 位相 出 力を取 り 出
し， シン クロ ス コープ横軸に 入れ てお き R . P パ ラ




ン発振 と 標準 位相 出 力が 同相な らば図 の実 線 の 如 き
Lissajou s図形を生 ずる が， 逆 位相に書 き 込 ま れた信号
の場合には点 線の 如 き Lissajou s図形を生 ずる 。 こ れ
を 各 addressの各 bit に つ い て実験 し， W .  P の 引 き
込み信号 位相 の正 ， 負逆転に より ， R .  P 出 力 の正，
負逆転を確め る こ と が出来た。
5 . 結 言
以上 で手 入力で正 負 の 記憶 (1 ， 0) を せ し め る こ と
が出 来た。 実際は こ れを 全電子的に行い 1 address 
中 の 2進数字 の書 き 込み， 及び読み取 り も時間的に切
り 替 えて2進数字 の 電気信号を発生 し たい と 思 っ てい
る。 ま た addressの選択 も手 動でな く ， 電気的信号に
より 行う 様計闘を進 め てい る が， 取 り あえず二周波 記
憶装 置の 動作を報告 してま と め てお く次 第であ る 。
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